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ふ
だ
ん
終
段
な
人
ぞ
も
、
い
っ
、
ど
ん
な
病
気
を
し
、
ど
ん

な
豪
放
に
あ
わ
な
い
と
も
絞
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
、
治
療
後
は
繍
間
後
保
倹
な
り
間
関
災
織
問
機
械
ω陣
後
で

み
て
も
ら
え
る
に
s

し
て
も
、
ゑ
活
費
に
つ
い
て
は
、
陥
崎
臨
暗
然
休
校

で
短
い
開
問
、
一
的
金
が
支
給
さ
れ
る
だ
け
で
す
。

T

小
中
学
に
し
ザ
¥
後
遺
障
窓
口
で
働
げ
な
く
な
っ
た
り
、
あ
る
い

は
働
き
凝
り
の
人
に
死
亡
さ
れ
た
と
し
た
ら
、
あ
と
に
残
さ
れ

た
家
族
は
ど
う
な
る
マ
し
占
う
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
生
活
保
障
に
大
き
な
役
倒
的
を
も
つ
の
が

年
金
で
す
。

老
航
附
人
口
が
増
大
し
つ
つ
あ
る
今
日
、
岡
本
は
、
ま
だ
模
倣

間
際
併
が
い
は
ほ
ど
速
い
現
状
で
す
。

開
明
る
く
豊
か
な
老
後
を
泌
す
た
め
に
も
私
た
ち
は
、
ふ
付
九
ん

か
ら
年
金
へ
の
働
き
か
け
が
必
裂
寸
は
な
い
で
し
ょ
う
か
Q

属議翠

〈関連記議2衛へ).t>孫さんたちに函まれご機嫌なおばあちゃん

市
長
め
作
品
務
め
一
憾
五
千
万

R
も
か
か
る
。

で
‘
極
的
役
銭
湯
中
内
閣
の
日
本
山
内
為
抽
は
議

に
注
文
を
つ
け
計
十
割
に
よ
っ
て
さ
ら
に
ふ
ふ

た
い
ニ
と
は
数
議
円
値
上
り
に
始
取
が
か
け

多
い
が
、
保
管
ら
れ
・
建
設
費
め
ん
ハ
ハ

V
%以

続
的
関
阻
む
そ
上
が
間
期
総
淡
と
な
勺
て
い

約
一
つ
で
あ
る
n

品。

い
ま
、
殺
孫
そ
し
て
、
こ
約
一
億
五
千

子

市

で

は

十

か

万
m
門
に
対
し
て
、
立
の
総
数

所
内
出
陣
縄
問
所
が
念
は
、
い
ま
ま
わ
ず
か

必

要

だ

と

い

わ

六

百

七

十

万

附

門

。

れ

て

い

る

。

し

、

，

L
し

し

か

も

余

組

問

め

か

し

、

市

内

的

ジ

弘

世

間

寄

所

が

対

象

書

号

、

治

え

言

と

な

る

わ

け

で

立
一
よ
か
緑
、
川
内

d

て

担

割

H

は
な
い
。
来
年

開

川

一

一

か

続

的

心

抗

、

，

、

約

一

一

月

定

戒

を

ま

号

室

げ

き

し

て

、

六

と
な
っ
て
い
る

e

p

千
万
m
門
会
寸
滋

今
後
、
市
立

3

め
て
い
る
は
州
出
刊

に

つ

い

て

は

絡

事

育

問

的

桁

緩

ぶ

竺

か

柄

、

ま

3
4

川

吉

、

内

も

た
M

民
間
間
に
つ
い
蜘
弘
三
↑
惨
人
ベ
必

て
言
語
約
百
伊
静
的

地
問
泌
を
ど
に
よ

E
品
開

品
物
円
前
、
で
‘
二

何
十
に
一
か
一
昨
ぐ
ら
い
の
柘
門
出
品

ば
H
見
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
九
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
技
開

mFh出
で

右
け
H
p
h
勺
卜
人
円
似
品
川
析
を

往
々
し
よ
う

E
す
れ
は
、

か
叫
吋
念
的
た
り
、
凶
叫
出
地
拘
刊
を
A
2内

、
白
砂

う
カ多
絞
め
市
町
純
金
約
符
ち

出
向
し
と
枇
訓
告
に
よ
っ
て
‘
ぃ
出

没
汚
点
U
a

一
什
一
叶
は
火
内
市
で
ふ

る
が
、
そ
れ
で
も
市
民
的
総

Mm
は
す
す
め
な
け
礼
ば
な
ら

な
い

ヨロシク
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め縫い
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なも
か多
ろい
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国民年金がこのように変わります

毎月1日・時間後行2 
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国
民
年
金
制
制
度
再
改
正

法
案
が
、
こ
丹
ほ
ど
閉
閉
会

で
成
作
品

L
、
綴
臨
時
年
金
は

大
綱
怖
に
波
数
さ
れ
ま
し
た
6

附
川
氏
仰
向
明
廿
帥
H
K

年
金
、

給
付
内
緩
め
火
綴
な
削
引
上

げ
‘
品
澗
蹴
倒
ス
予
イ
ド
制
制
的

機
入
、
五
加
骨
格
金
品
川
一
得
綴

入
を
は
と
め
姐
樹
被
年
金
持

支
給
制
限
緩
和
や
二
同
斜
線

害
福
祉
年
金
の
支
給
、
老

齢
特
別
給
付
金
持
続
没
者

ど
で
す
。

主
は
改
一
北
点
H
H

次
め
ど

お
り
で
す
。

捜けられる年金縛の額

3誌主義真喜絞殺王子1月から総務総与12}'jまで!毛

品開総

j
n月
か
ら

持 20，00寺湾8，0∞Pヲ持

十
年
年
金
は

月
一
万
一
一
千
五
百
円
に

十
棺
吋
移
品
部
と
よ
ば
れ
る
叶
締

約
波
数
年
余
」
は
、
す
で
に
問

符
災
十
六
年
か
ら
年
命
的
文
総

を
品
閉
め
て
い
ま
す
。

十
年
年
余
内
年
金
線
が
大
械

に
ア
ヴ
プ
さ
れ
、
現
在
的
月
額

ぷ
4
r
m
内M
F

{

挙
に
一
万
一
一
千
況

夜
間
内
と
、
一
一
・
近
僚
に
削
引
上
げ

ら
れ
ま
す
砂

災
後
法
問
mh刊
附
悶
寸
九
加
十
一
月

分
か
ら
で
す
。

五
年
年
金
に
ご
加
入
を

開
哨
約
三
十
仇
中
年
問
問
問
月
以
自
か

ら
附
明
治
則
間
十
問
問
年
附
悶
鈎
月
一
お
ま

で
に
峰
山
れ
た
方
制
、
十
郎
年
余
や

市
本
年
年
余
に
加
入
し
奇
か
っ
た

方
に
再
び
況
年
年
金
に
加
入
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
き
ま
し
た
a

総
入
を
希
製
さ
れ
る
方
u
H
、

昭
和
田
十
九
年
一
一
一
月
一
一
一
十
一
銭

ま
で
に
国
間
昨
年
品
思
議
窓
口
'
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

品叩年
a1丹
か
ら

}'j 12，50告同

月 8，号制。丹

M夫綴251f納付の場合

ヨた主主税 20，0ω何
発泡銃 器0，0ω周
炎綴i響調Z手金 10，約車内
夫妻議で 50，告号車問

手，0∞::q

月

夫妻遺25年納付の{時
夫定額分 量，0ωpl
事定額分 8，OOOPl 
うた所得i七{発分 4，500fg 
ゴ託金書で 20，OOOPl 

2，5∞円

月

すそ1f 議!持;

j地

出山

慌
時
険
制
什
は
、
級
制
刊
閲
十
五
年

六
月
分
か
ら
mn
に
九

wm門
的
紛

で
絞
め
る
こ
と
に
な
り
、
酬
明
制
刊

市
立
十
艇
や
み
ハ
何
月
一
品
十
抗
日
ま
で
に
近

年
分
的
係
協
開
制
作
を
約
め
ま
十
と
、

開
閉
品
開
玄
十
年
七
伺
け
か
ら
双
幅
十
年

金
が
品
工
け
ら
れ
ま
す
。

年
金
額
は
、
い
ま
ま
で
の
汚

畿
二
子
五
百
円
か
ら
八
千
円
仁

川
引
上
げ
ら
れ
ま
す
e

品
切
知
サ

1
汚

か

ら

丹 25，0割Of号

Jl 20，0告書符

Jl 20，0鈎pl
子が2人以上丹ときは奇書2子が月
割00丹、第3子から1'140号Plt躍鋒

月1級z綾f!¥; l1，O告01そ

月 2 設=設f!~ 8，8紛問
1f }事'怠

年

金

日
州
知
叶
殺
に
納
入

t
た
お
ば
必

ら
ず
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
1
{
唯
師
偶
然
時
間
料
し
と
、
よ

り
多
い
年
金
を
受
け
る
た
め

に
ふ
地
晴
晴
し
て
絞
め
る
、
協
関

加
年
余
判
開
叫
眼
科
い
が
み
り
ま

す。
保
険
料
誌
、
総
務
間
関
十
九

新
た
に
者
齢
特
別
給
付
金

月
間
千
円
支
給
さ
れ
ま
す

雲i二七金線
世十;/;'Il醤
もる長支受 E立
ーをま _1テ塁手
ふけで控まら量生
481る韮寄れの

弱ま1:::重芳夫翌

年211iZ5主号
月 起点ωpl 五位工|き金支も高5

務2) 11子が2人以上みときは純子。がilsp'!なのち凶年
告00問、第 3fから 400PliJU~ i Iら一

1f 43JJ1弓

年 暮善寺JiP守

火事;まで会綴克寺会

年 IOJiPl

い
.
い
わ
ゆ
る
々
務
総
人
口
々

に
あ
る
お
年
務
守
的
方
々
に
今

皮
的
改
正
で
£
品
鈴
特
別
総
品
目

念
L

が
し
支
稔
さ
れ
る
こ
ξ
に
な

り
ま
し
た
.
5
ら
お
ら
路
ム
ー
ら

お
ヤ
か
年
か
年
か
一
年
か

品
暗
号
組
閣
丹
拍
知
設
川
崎
月

主総ZFi量のネ綴

17，OOOF号-52，00寺内

月

5，0樹白子号

7，5∞ 

汚

10，00脅Pl-52，OOOI1J

5，0ωpl 

4，30合終

3，3∞pl 月

月

金

V り年
月定後一
綴重曹ま註fI
九 f串さ分
百険れか

V 五~f11 料まら
月料附十従 iこ す次
官民 銭円来 。グ〉

務保)五 と

が険ぢ お

仰
い
い
ア
従
来
ぺ
ぃ
内
五
ト
附
門

対
象
者
は
、
開
明
治
三
ト
九
年

四
月
一
円
以
蔚
に
生
ま
れ
た
六

十
七
成
か
ら
六
十
九
公
会
の
ぢ

で
す
。問削
制
間
関
十
九
年
…
一
月
か
ら
月

に
川
間
千
円
め
鈴
付
金
が
m
m
l
げ
ら

れ
ま
す
め
で
、
受
給
炎
終
的
あ

る
労
は
、
閣
内
線
総
会
緩
め
慾
け
は

に
お
申
込
み
〈
ど
き
い
会

~
山
提
出
鎖
的
箆
制
民
年
金
同
弘
、

~

加

入

L
た
だ
け
で
は
年
金

~
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
合

九
然
品
税
制
け
を
絞
め
忘
れ
た

{
リ
、
食
勺
た

一ー
;ε
一
絵
付
の
改
善
で

…
ド
れ
れ
以
探
検
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

ら
れ
な
く
を

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

阿
部
数
制
特
に
辻
、
任
意
初

入
・
強
制
制
相
側
入
的
判
明
や
、

主
宰
品
献
に
か
か
わ
り
な
く
箇

4，0∞pl 月

老齢福祉年金は

見額5，∞0P11こ

回
附
同
氏
年
金
に
は
、
開
閉
山
明
科
を

約
め
て
受
け
る
災
由
同
年
金
と
、

』
岳
災
山
市
内
総
後
年
金
が
み
り
ま

す。
今
関
闘
の
時
同
友
で
一
筋
札
慌
年
金
的

側
酬
が
、
今
年
の
十
月
分
か
ら
次

め
と
れ
品
リ
山
引
上
げ
ら
れ
ま
し
な
。

V
場
齢
融
緩
数
年
念

何月側関

γ
礼
子
m
門

(品開一℃千コ…
u
h
m門〉

所
得
が
な
く
て
も

協
聞
い
謝
学
会
に

加
入
で
き
ま
す

い
ま
ま
で
の
降
初
保
険
料
(

所
得
た
鰐
保
険
料
)
は
所
開
聞
の

あ
る
方
し
か
納
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
人
守
同
町
改
正
で
即
時

険
制
門
的
免
貼
怖
を
受
け
て
い
る
存

を
臨
時
け
は
‘
絞
れ
で
も
加
入
す

る
ニ
と
が
で
捧
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

来
約
淵
再
検
料
を

帥
閉
め
て
年
金
を

受
け
ま
し
ょ
う

医
民
年
金
的
保
険
料
は
‘
約

め
ず
に
二
年
間
を
紙
風
間
し
た
も

の
は
、
そ
内
後
、
約
め
た
く
て

も
仙
閉
め

ιれ
ま
せ
ん
で
し
た
が
‘

今
隊
内
政
政
で
峨
如
間
関
十
九
年

二
月
か
ら
総
和
双
十
年
十
一
一
円
月

ま
で
の
こ
年
間
聞
に
際
ヴ
て
、
満
拙

V
障
害
補
祉
年
金

月
額
一
一
執
七
千
五
夜
間
円

(
前
五
千
内
)

二
級
(
新
設
〉
月
五
千
開
門
也
九

公
的
求
総
分
を
H

可
制
問
九
百
間
門
的

制
的
で
、
絞
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

リ
ま
し
た
~
。

来
約
回
開
時
間
続
の
あ
る

H
は、

こ
約
機
会
を
制
作
開
削
し
て
年
品
川
を

受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

劫
初
期
制
が
あ
が
れ
ば

年
金
額
も

間
引
上
げ
ら
れ
ま
す

間
関
間
同
年
余
は
.
川
内
川
町
内
然
治

水
泳
な
ど
的
変
動
に
応
じ
て
‘

近
年
に
…
波
は
年
令
，
給
付
制
州
市
町

役
ヤ
止
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、

A
r
m
則
的
伐
正
で
さ

ら
に
抽
出
費
者
物
悩
指
数
が
年
に

五
%
以
上
あ
が
っ
た
り
し
た
と

き
は
、
こ
札
に
見
合
っ
た
年
金

め
績
を
む
上
げ
る
と
い
う
物
嫡

ス
ラ

f
F紛
が
と
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
で
ね
巾
滑
に
わ
た
っ
で
小
前

後
し
た
宇
品
必
抑
制
例
拙
m
M
V
叫概同付さ

れ
る
二
と
に
な
っ

議
開
乃
は
去
定

V
母
子
・
準
母
子
福
枕
年
金

月
担
問
六

T
瓦
行
何

一
能
開
悶
千
三
百
円
)

支
給
制
擦
も
大
幅
に

緩

和

さ

れ

ま

す

悩
削
祉
年
金
は
弓
す
べ
て
日
間
的

負
制
刊
で
支
給
き
れ
ま
す
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
紋
剛
院
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
判
例
隊
も
大
和
糊
に
波
晴
官

事
札
ま
し
た
。

V
所
欄
抑
制
制
療
の
四
雄
総

出W
州
問
枇
党
品
執
務
事
制
的
所
持
制
制
問
問
は

附
附
佼
側
側
年
収
火
災
}
M
m
h
J
ハ人

快
術
的
域
会
〉
ま
で

{
問
問
州
問
は
一
一
夜
叉
ト
方
向
)

@
老
紛
一
治
札
眠
不
食
会
ど
の
本
人

所
得
制
制
限
は
、
仲
は
は
パ
抗
出
怯
咋
調
関
税

限
度
額
問
問
ト
コ
一
万
用
円
に
対
応
し

た
収
入
額
六
十
七
耳
間
内
(
一
人

散
策
的
場
合
い
に
川
引
上
げ
e

@
母
子
制
糊
M

砿
年
金
の
本
入
所
得

制刷出削
H
H

喰
年
絞
っ
汚
父
子
万
同
門

な
ハ
人
絞
殺
)
が
篠
山
氏
側
関
し
と
な

り
ま
し
た
e

V
闘
相
帥
鞘
世
帯
と
の
郎
官
絵
も
緩
和

北

M

泌
扶
助
料
等
と
の
体
給
制
制

際
は
、
限
度
判
聞
が
六
万
引
門
か
ら

地れずに納めましょう

※接民年金保険料3期分の

納期は12月求です。

868 
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}
子
駅
前
都
市
改
造
事
業

ぷ
悼
み
よ
い
会
縫
約
な
出
向
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